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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は(1)留学生の日本語学習に対する動機づけの変容をキャリア形成との関連か
ら明らかにすること(2)留学生のキャリア形成と日本語学習に対して異文化体験が及ぼす影響を分析することであった
。日本で進学・就職する中国人留学生を対象に横断的・縦断的インタビューを行った。教職員に対する調査も実施し、
就職支援や留学生の就職活動への取り組みについて聞いた。データは質的な分析方法により総合的に考察した。結果か
ら、ボランティアやインターンシップ等、社会的責任を伴う形で日本社会に参画することにより、日本における将来像
や職業像が描きやすくなり、日本語学習に対する動機づけが明確になりやすいことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The primary objective of this study is to investigate the changing process of inte
rnational students' motivation for learning Japanese through their career development. The secondary objec
tive is to examine the relation between international students' career development, motivation and cross-c
ultural experiences in Japan. Cross-sectional and longitudinal interviews were conducted for Chinese stude
nts who are planning to work or advance to postgraduate school in Japan. In addition, data was gathered fr
om teachers and staff in the university using interviews. Qualitative methods were used to analyze the dat
a holistically. The results showed that experiences such as part-time job or volunteer work where students
 have social responsibility contributed to their future self-images in Japan, and led to students creating
 a future-oriented motivation.
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１．研究開始当初の背景 
第二言語の動機づけ研究では、伝統的に内
発的動機づけが重視される傾向があり、外発
的動機づけが学習に与える影響は否定的に
捉えられてきた。しかし、国内の日本語学習
者の多数を占める中国人留学生の場合、外発
的動機づけの一種である「就職志向（日系企
業への就職のため等）」が積極的な学習行動
や高い成績を導くことが明らかになってい
る（小林，2009）。これは、中国人留学生を
採用する日本企業が増加しているという社
会背景に加えて、留学生が将来の進路を考え
る青年期に位置していることに関連してい
ると考えられる。従って、中国人留学生が持
つ動機づけの特徴や動機づけに対する教育
的介入の方法を検討するためには、外発的動
機づけを発展させた概念として、彼らのキャ
リア形成に着目するという研究アプローチ
が有効である可能性がある。しかし、先行研
究では、学習者が抱く自己の将来像が動機づ
けに影響することは指摘されているものの
（羅，2005）、学習者のキャリア形成の過程
で日本語学習に対する意義づけがどのよう
に変容し自律的な動機づけが形成されてい
くのか、そのプロセスと影響要因は十分に解
明されていない。 
また、これまでの調査では、学習者を取り
巻く社会環境、人間関係が日本語学習に対す
る動機づけに影響していることが指摘され
ている（守谷，2005）。しかし、そもそもこ
れまで日本語学習者を対象に動機づけの形
成要因を探った研究自体が少なく、教育現場
へ還元可能な具体的な知見の積み上げが十
分ではない。中国人留学生が自らの進路を考
え、将来像との関連から日本語学習に意義を
見出していく際に、日本人や日本社会との接
触経験がどのような影響を及ぼすのか、彼ら
が置かれた学習・教育環境の影響を包括的に
検討した調査は見られず、この点についても
実証的な研究が必要とされる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 2点であった。 
 
（1）中国人留学生の日本語学習に対する動
機づけについて彼らのキャリア形成との関
連から明らかにする。キャリア形成の過程で
日本語学習に対する意義づけがどのように
変容し、自律的な学習行動へ結びつくのか、
そのプロセスと影響要因を解明し、動機づけ
への介入方法を提案する。 
 
（2）学生が進路を考え日本語学習に取り組
む際に、留学中の日本人・日本社会との接触
経験がどのような影響を及ぼすのか分析す
る。これにより、異文化体験の教育的意義を
キャリア形成の観点から考察する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の方法により実施した。 

（1）心理学、外国語（第二言語）教育、日
本語教育分野における先行研究を概観し、動
機づけ研究の動向をまとめたうえで本研究
の立場と研究課題を示した。 
 
（2）将来日本で就職、進学を予定している
中国人留学生を対象に半構造化インタビュ
ーを実施し、日本語学習に対する動機づけの
変容過程と影響要因について全体的な傾向
を明らかにした。 
 
（3）中国人留学生を対象に約 2 年半に渡る
縦断調査を実施し、日本語学習に対する動機
づけの発達過程と影響要因の個人差を探っ
た。補足的なデータを得るために、留学生の
ゼミ担当教員、就職支援を行ったキャリアセ
ンター職員に対するインタビューも実施し、
専門科目の学習や就職活動への取り組みに
ついても聞いた。 
 
４．研究成果 
（1）関連する分野の文献をレビューし、留
学生の動機づけの発達過程と影響要因につ
いて知見をまとめた。これまで青年心理学の
立場からは、大学生の学習に対する動機づけ
には、将来展望が関わっていることが指摘さ
れてきた（速水，1998；溝上，2008）。また、
第二言語教育の観点からは、第二言語の「理
想の自己（Ideal L2 Self）」と「理想とすべ
き自己（Ought-to L2 Self）」という動機づ
けの概念が提唱されている（Dörnyei，2009)。
Dörnyei（2009）は、学習者の理想の自己が
「第二言語が話せる自分」だとすれば、現在
の自己と「理想の自己」とのギャップを埋め
ようとする欲求が動機づけとして働くと述
べている。また、親や社会から期待される義
務的な動機づけを「理想とすべき自己」と呼
び、前述した「理想の自己」とともに学習に
影響を与えると述べた（Dörnyei，2009)。こ
れまでの調査から、年齢の若い学習者と比較
して、将来を意識する時期にある青年期の学
習行動において、このような自己像を含んだ
動機づけの影響がより大きいことが示され
ている（Kormos & Csizér，2008)。したがっ
て、青年期にある留学生の動機づけを理解す
るためには、授業に限定した動機づけのみで
はなく、自己像や将来像というより長期的な
観点から考察することが必要であるといえ
る。しかし、先行研究を検討した結果、これ
までの調査では「なぜ日本語を学習するの
か」を問う研究や「授業においてどのように
学習者を動機づけるのか」を問う研究は数多
くあるものの、留学生を「青年期にある発達
主体」（船木，2003）として捉え「自らの生
き方や人生との関連から日本語学習にどの
ように動機づけられているのか」を問う研究
は少ないことが示された。 
また、このような自己像や将来像と結び付
いた動機づけには、周囲の人間との相互作用
が大きな影響を与えることが指摘されてい



る（速水，1998；河先，2006）。船木（2003）
は、従来の留学生研究には一人の青年として
留学生を見る視点が欠落していると述べ、留
学生を日本人学生同様、対人関係やアイデン
ティティの模索という課題を抱える存在と
して理解する必要があることを指摘してい
る。そして、第二言語習得や異文化適応等の
問題を青年期の発達課題との関連から考察
する必要があると述べている。 
これらの先行研究から、留学生の動機づけ
の変容を考察する際には、日本人や日本社会
との接触を通して、彼らの動機づけがどのよ
うに変容するのか、青年期の発達的な文脈を
考慮しながら解釈していく必要があること
が示唆された。 
 
（2）上記の文献研究から得られた知見をも
とに、動機づけの形成過程と影響要因につい
て横断的に調査した。将来日本で就職、進学
を予定している中国人留学生を対象に半構
造化インタビューを実施した。中学、高校時
代から現在までの人生について日本語学習
との関わりを中心として、①日本語を学び始
めた理由とその後の動機づけの変化、②留学
を決めた理由、③留学前と留学後の日本人、
社会との接触経験、④将来の進路とその理由、
⑤現在の日本語学習に対する動機づけにつ
いて聞いた。得られたデータはすべて文字化
し、質的なデータを分析する手段として修正
版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（木
下，2007）を用いた。結果として、留学生の
動機づけの変容には高学歴化や就職難とい
う中国の社会状況や留学中の日本人との異
文化接触が影響することが示された。とりわ
け、大学や職場において日本人と同等の責任
や役割を持つ存在として認められる経験を
することが将来日本で働く（大学院で学ぶ）
自己をイメージすることにつながり、「日中
２つの社会でキャリアを築くため」という未
来志向の動機づけが形成されることが示さ
れた。 
 
（3）上記に加えて、日本語学習に対する動
機づけの発達過程において、どのような個人
差が見られるのか縦断調査により探ること
とした。異なる進路を選んだ中国人留学生を
対象として 2年次から 4年次の進路決定の時
期までに複数回、半構造化インタビューを実
施した。得られたデータを文字化したうえで
時系列に沿って分析し、キャリア形成の過程
における動機づけの変容を考察した。さらに、
補足的なデータを得るために教職員に対す
るインタビューを実施した。教員には主に①
留学生の専門科目学習に対する態度や取り
組み、②日本人ゼミ生との関係、③進路につ
いて聞いた。就職活動を支援したキャリアセ
ンター職員には主に①留学生の就職活動に
対する態度や取り組み、②留学生に対する就
職支援について聞いた。教員へのインタビュ
ー結果からは、調査対象となった留学生たち

が全員、専門科目においても日本語科目にお
いても成績優秀であることが分かった。しか
し、キャリアセンター職員や留学生本人に対
する調査からは、進路決定や就職活動の面に
おいて留学生間で相違が見られることが示
された。例えば、ある留学生は、大学の学業
や日本語の成績に対する自信はあるものの、
在学中に日本人との接触経験が少なく、日本
での就職活動に積極的に取り組むことがで
きていなかった。一方で、ある留学生は、サ
ークルやアルバイト経験を通して、日本とと
もに働くことに対する自信を得て、将来の職
業という観点から、日本語学習の目的がより
明確になっていった。これらの事例から、学
習者の動機づけの発達過程が多様であり、大
学4年間の日本人や日本社会との接触経験の
相違が日本語学習や日本で働くことに対す
る動機づけの相違を生んでいる可能性が示
唆された。 
 
調査結果から、留学生がキャリア形成の過
程において、自己の将来像や職業像と照らし
合わせて、現在の日本語学習を意義づけてい
る様子が伺われた。櫻井（2009）は、高校時
代から大学（大学院時代）を青年期中期と呼
び、この時代は職業を選択し、社会人になる
準備をする時期であると述べている。本調査
の結果から、青年期の発達的な文脈のなかで
単なる教室での学習としてではなく「日本社
会における将来像を形成するもの」として日
本語が位置づけられていくことにより、より
自律的な動機づけが形成されていくことが
示された。 
通常、教師は、日々の授業において「楽し
さ」や「興味」として表れる状況的な動機づ
けに着目しがちであるが、教室外で学習者が
何を考え、どのような人生を送っているのか
にも視点を移すことにより、学習者に必要な
日本語能力を長期的に考える必要がある。そ
して学習者が持つ将来像にとって、現在行っ
ている教室活動がどのような意味を持って
いるのか、学習者の視点に立って振り返るこ
とが求められる。 
また、学習者が自己の人生や日本語学習の
社会的意義を考えるうえで、大学のみではな
く地域や職場における異文化接触が大きな
役割を果たしていた。日本人のコミュニティ
において一定の役割を果たす経験を積むこ
とは、学習者の日本語学習に対する動機づけ
を高めるだけではなく、異文化社会で働く意
欲という彼らの生涯にわたる動機づけを育
む可能性がある。したがって教師には、留学
生のキャリア形成という観点から在学中の
多様な異文化接触機会を提供していくこと
が求められる。 
今後は、調査手法として従来主流である横
断調査に加えて縦断調査をさらに推進して
いく必要があると考える。動機づけの発達軌
跡は学習者によって多様であり、また変化の
時期や影響要因も異なっているため、学習者



一人ひとりの動機づけの発達プロセスと影
響要因を詳細に検討する予定である。これに
より、動機づけの発達メカニズムに関する分
析結果を蓄積し、留学環境・日本語教育プロ
グラムの改善のために実証的なデータを積
み上げることができると考える。 
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